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⑬植物の生き様を探る 水曜 14:30～16:00 

1/10 「動けない」植物の身の守り方～毒～ 

大阪市立自然史博物館 長谷川匡弘 1/17 植物と人～衣食住に関わる植物～ 

 1/31 都市の生物多様性を考える 

⑮歴史という物語について【学長企画講座】 土曜 10:30～12:00 

 1/6 浅田次郎『壬生義士伝』について 神戸海星女子学院大学 教授 箕野聡子 

1/13 森鴎外『阿部一族』『渋江抽斎』について 
国際日本文化研究センター 名誉教授  

笠谷和比古 

1/20 司馬遼太郎『覇王の家』を読んで大河・家康を復習する 
作家・講師 土居豊 

はびきの市民大学学長 河内厚郎 

1/27 司馬遼太郎『竜馬がゆく』は日本版レ・ミゼラブルか？ 作家・講師 土居豊 

⑯多様な「流通」の現場を学ぶ【阪南大学提携講座】 土曜 14:30～16:00 

1/6 スポーツと地方創生 阪南大学流通学部 准教授 江原謙介 

1/20 
金融（銀行）の役割とフィンテック 
-フィンテックは世界をより公平にするのか？- 

阪南大学流通学部 教授 森中由貴 

1/27 百年少し前の日本のファッションマーケティング 阪南大学流通学部 准教授 安城寿子 

⑰「住み慣れた街で安全に安心して自分らしく生きるための秘訣 」【四天王寺大学特別公開講座】  

                                           日曜 10:30～12:00  

1/7 「もう怖がらなくてよい認知症ケア -模擬患者体験をしてみよう-」 

四天王寺大学看護学部精神看護学領域 

助教 松橋美奈/ 

老年看護学領域 教授 山崎尚美 

1/21 「介護にも役立つ健康増進のための体の動かし方」 
四天王寺大学看護学部在宅看護学領域 

教授 乗越千枝 

1/28 「認知症とともに生きる -認知症カフェの話-」 
四天王寺大学看護学部老年看護学領域

助教 杉本多加子 

⑱宮沢賢治の童話を読む-童話集『注文の多い料理店』を中心に-  日曜 14:30～16:00 

 1/14 童話「狼森と笊森、盗人森」を読む 武庫川女子大学文学部 非常勤講師 

森本智子 1/21 童話「水仙月の四日」を読む 

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 3階 視聴覚室 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日支払） 
 

 

 
 

受付 9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

 

 今年は司馬遼太郎の生誕百年、昨年は司馬遼太郎と仲のよかったドナルド・キーン

の生誕百年に当たる。   

キーンさんには何度か会ったことがある。平成 4 年の井原西鶴三百回忌のときは、

西鶴の墓所がある大阪上本町の誓願寺とその周辺で催しがあり、生前親しかったとい

う三島由紀夫の話などいろいろ聞かせてもらった。その 2年後には第 9回「海の祭典」

が開かれて、フォーラムが 3 日間あり（『大阪と海 二千年の歴史』〈東方出版〉に所

収）司会をわたしがつとめ、キーンさんには基調講演をお願いした。 

キーンさんの学生時代の専門は近松門左衛門、博士論文は『国姓爺合戦』。大阪・四

ツ橋にあった文楽座で人形浄瑠璃を観劇したことを懐古し、あの頃の文楽は名人ばか

りとの印象を受けたという。少年のような目の色をした人であった。  
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はびきの市民大学情報誌

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1番 1 号（LIC はびきの内） 

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

はびきの市民大学 

学 長 コ ラ ム  

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

1月の聴講のご案内 

はびきの市民大学公開講座 

ぷ ち モ ス ペ ッ ト 講 座 
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【 日 時 】 2 0 2 4 年  

3月 3 日（日） 
10 時 30 分～12 時 30 分 

【 場 所 】 LIC はびきの 3 階 視聴覚室 

【 講 師 】 ことのは園藝研究所 石田周平 

【 定 員 】 48 人 ※先着順 

【受講料】 1,800 円(材料費 1,300 円を含む) 

【申込期間】 2024 年１月５日(金)～２月２５日(日) 

【申込方法】 来館・電話・FAX 

【支払方法】 来館・銀行振込 

【 対 象 】 小学生～大人 

自分だけのかわいい苔玉ペットを作ってみませんか！ 

しっぽヒモを水に浸してアタマの多肉植物を育てるカラー苔玉の制作体験です。 

子どもさんから大人の方まで人気の、自由で楽しい講座です。 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場（有料）には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
※情勢により、感染予防対策をお願いする場合がございます。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 
※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 
 
ご個人情報の取り扱いについて 
１．ご提出いただきました個人情報につきましては、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に管理いたします。また、株式会社みのり
の里「個人情報保護方針」のもと適切な取り扱いを致します。 

２．ご提出いただきました個人情報は、はびきの市民大学事務局が主催する講座の運営、受講生募集を行う目的の範囲内で利用させてい
ただきます。 

３．ご提出いただきました個人情報は、次の場合を除き、ご本人の同意なしに第三者に提供することはありません。 
(1)講座実施にあたり、講座を担当する講師または講座委託会社に受講者のお名前、年代、性別、受講履歴を提供すること。 
(2)公的機関からの法令に基づく照会を受けた場合。 

【第 52 回】 

実は、もっと前（昭和 61年）、尼崎アルカイックホールで開かれた「近松のまち」フォーラムのレセプショ

ンで話しかけたことがある。その頃は一緒にフォーラムが出来るようになるとは思いもよらなかった。 

ドナルド・キーンは晩年、日本国籍を取得。鬼怒鳴門（きーん どなるど）という名になった。 

 戦争中、アッツ島や沖縄に従軍。死亡した日本兵から押収した日記や、最期の思いを綴った文書を翻訳する

仕事を通じ、日本人の心に接したことが、のちの日本文学研究の第一人者をうみだした。 

 


